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す
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衆
議
院
議
員
佐
々
木
憲
昭
君
提
出
国
立
大
学
法
人
・
名
古
屋
工
業
大
学
二
部
（
夜
間
部
）
に
お
け
る
大
幅
な
定
員
削
減

問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
勤
労
学
生
を
含
む
社
会
人
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
充
実
す
る
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て

も
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
二
）
の
�
に
つ
い
て

高
等
教
育
に
対
す
る
様
々
な
需
要
に
対
応
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
に
積
極
的
に
開
か
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
多
様
で

柔
軟
な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
変
わ
り
は
な
い
。

一
の
（
二
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
申
の
記
述
は
、
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
勤
労
青
年
を
含
め
た
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
に
多
様
で
柔
軟
な
学

習
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
の
�
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
勤
労
青
年
を
含
め
た
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
に
多
様
で
柔
軟
な
学
習

一



機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
者
を
対
象
に
ど
の
よ
う
な
学
習
機
会
を
提
供

す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
高
等
教
育
に
対
す
る
様
々
な
需
要
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
各
大
学
が
自
主
的
・
自
律
的
に
判
断

し
た
結
果
を
尊
重
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
工
業
大
学
（
以
下
「
名
工
大
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
、
名
工
大
に
対
し
て
様
々
な
高
等
教
育

の
需
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
工
学
部
第
二
部
（
以
下
「
第
二
部
」
と
い
う
。
）
の
入
学
定
員
を
縮
減
す
る
一
方
で
、

第
二
部
に
お
け
る
教
育
方
法
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
院
に
お
け
る
社
会
人
の
受
入
れ
の
拡
充
等
を
図
る
方
針
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
（
三
）
の
�
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
勤
労
学
生
を
含
む
社
会
人
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
充
実
す
る
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て

も
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
七
号
）
に
お
い
て
、
事
業

二



主
は
、
大
学
等
へ
の
通
学
等
労
働
者
が
主
体
的
に
行
う
職
業
能
力
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
始
業
・
終

業
時
刻
の
変
更
、
時
間
外
労
働
の
制
限
等
労
働
者
が
自
発
的
な
職
業
能
力
開
発
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
労
働
時
間
等

の
設
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
第
十
二
条
の

六
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
教
育
を
受
け
る
者
を
変
形
労
働
時
間
制
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
者
が
教
育
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
集
団
指
導
等
の
機
会
を
通
じ

て
こ
れ
ら
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
高
校
生
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
公
共
職
業
安
定
所
に
若
年
者
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
生
徒

の
希
望
を
踏
ま
え
た
個
別
の
職
業
相
談
等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
勤
労
青
少
年
に
対
す
る
職
業
及
び
生
活
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
活
用
し
た
相
談

等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
及
び
施
策

と
し
て
は
、
各
種
の
奨
学
金
事
業
及
び
各
大
学
が
実
施
す
る
授
業
料
免
除
等
が
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た

三



い
。

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

名
工
大
に
お
い
て
は
、
名
工
大
に
対
し
て
様
々
な
高
等
教
育
の
需
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
第
二
部
の
入
学
定
員
を

縮
減
す
る
一
方
で
、
第
二
部
に
お
け
る
教
育
方
法
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
院
に
お
け
る
社
会
人
の
受
入
れ
の
拡
充

等
を
図
る
方
針
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

名
工
大
に
お
け
る
第
二
部
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
学
内
で
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
い

る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
一
月
、
文
部
科
学
省
に
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
数
回
の
説
明
を
経
て
、

同
年
六
月
下
旬
に
第
二
部
の
入
学
定
員
の
縮
減
を
含
む
概
算
要
求
書
が
文
部
科
学
省
に
提
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
名
工
大
か
ら
は
、
第
二
部
の
入
学
定
員
の
縮
減
等
の
計
画
に
つ
い
て
、
同
年
七
月
三
日
に
公
表
し
、
学
生
掲
示
板

等
を
通
じ
学
生
に
も
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
月
二
十
五
日
、
同
年
十
月
二
日
及
び
同
月
十
日
に
学
生
に
対
す

る
説
明
会
を
開
催
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

四



名
工
大
か
ら
文
部
科
学
省
に
対
し
、
第
二
部
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
廃
止
案
も
含
む
検
討
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
が

、
そ
の
後
、
名
工
大
に
お
け
る
検
討
の
結
果
と
し
て
、
平
成
十
九
年
六
月
下
旬
に
第
二
部
の
入
学
定
員
の
縮
減
を
含
む
概
算

要
求
書
が
文
部
科
学
省
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

名
工
大
に
お
い
て
は
、
名
工
大
に
対
し
て
様
々
な
高
等
教
育
の
需
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
第
二
部
の
入
学
定
員
を

縮
減
す
る
一
方
で
、
第
二
部
に
お
け
る
教
育
方
法
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
院
に
お
け
る
社
会
人
の
受
入
れ
の
拡
充

等
を
図
る
方
針
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
名
工
大
が
自
主
的
・
自
律
的
に
判
断
し

た
結
果
を
尊
重
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五


